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令和５年の職場における熱中症発生状況 

令和６年５月 31 日（金）付けで、厚生労働省から、令和５年の「職場における熱中症

による死傷災害の発生状況」が公表されました。令和５年における職場での熱中症によ

る死傷者（死亡・休業４日以上）は、1,106 人（前年比 279 人・34％増）であり、全体の

約４割が建設業と製造業で発生しています。 

また、熱中症による死亡者数は 31 人（前年比１人・3.3％増）であり、建設業（12 人）

や警備業（６人）で多く発生しています。死亡災害には、多くの事例で暑さ指数（WBGT）

を把握せず、熱中症予防のための労働衛生教育を行っていませんでした。また、糖尿病、

高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病を有している事例も見られ

ました。７月１日～７日は全国安全週間ですので、積極的な労働災害防止活動の実施を

お願いします。 

【職場における熱中症による死傷者数の状況（令和５年）】 

① 熱中症の死傷者数をみると、建設業、次いで製造業で多く発生しました 

② 死亡災害については、建設業が 12 件と最も多く、次いで警備業が６件発生しました 

職場における熱中症による死傷者数の状況  （人） 
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※ （ ）内の数値は死亡者数で内数である 
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【月別発生状況（令和５年）】 

 令和５年の月別熱中症の死傷者数をみると、全体の約９割が７月又は８月に発生して

いました。死亡者数は７月が最も多く、次いで８月です。 
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 保全公社でも令和５年８月に２件、熱中症を発症したトラブルがありました。 

① 外壁改修工事で 50 歳代男性の交通整理員が、手のしびれのような症状でした。 

② トイレ改修工事で 50 歳代男性の保温工が、工事用借用トイレ内で熱中症を発症。  

トイレ内で嘔吐し水分補給が出来ずに動けなくなった。現場代理人が発見し、救急隊

の処置により回復傾向の為、搬送せず休憩所にて療養しました。 

 

発行・編集：公益財団法人 横浜市建築保全公社 技術管理課    TEL 349-5217 

 

5人 21人
63人

431人
493人

86人
7人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

死傷者数

0人 0人 1人

18人

10人

2人
0人

0人
2人
4人
6人
8人

10人
12人
14人
16人
18人
20人

死亡者数（死傷者数の内数）


